
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６月７日（日）は、佐賀市一斉フリー参観デーでした。朝のうちは雨が残り、足元が悪い中でした

が、保護者様等（３５４名）、地域の方々（１５名）など多くの方にご来校いただきました。３時間目に

は、全校ふれあい道徳を行いました。また、５時間目には、中体連、各種コンクールの激励式を実施し

ました。激励式にも、多くの保護者様に参観いただきました。今後も、授業参観日等関係なく、いつで

もご来校いただき、子どもたちが頑張っている姿をぜひ見ていただければと思います。ご来校の際に

は、事務室へ「授業を観に来ました。」と一言お声かけいただければ幸いです。 

 

 

 

 前述しましたが、7 日（日）の 5 時間目に激励式を行い

ました。11 の運動部と 3 つの文化部が、ユニフォームを着

用し、堂々と入場しました。私の方からは、2022 年サッカ

ーワールドカップカタール大会で話題になった、「三苫の 1

ｍｍ」の話をし、最後まで諦めないで全力を出し切ってほ

しいと話をしました。保健体育委員長の Y.Kさんからも、

選手へ熱い激励の言葉をかけていました。その後、各部の

部長さんが、3 年間の思いを胸に、中体連、コンクールへ

向けた意気込みを力強く語ってくれました。合唱部か 

らは、自分たちのコンクールよりも、全校生徒へ向けて

「負けないで」を振付を交えながら美しい声で歌い、エー

ルを送ってくれました。選手宣誓では、全部活動の中体

連・各種コンクールにかける思いを、バスケットボール

部、F.T主将がはつらつと力強く決意を語ってくれまし

た。会の終わりには、生徒会本部制作の各部後輩からの応

援メッセージムービーが流され、胸が熱くなりました。 

 

中体連・各種コンクール日程 

期日 種目 会場 開始時間 対戦相手 

6 月 27 日（土） 軟式野球競技 市立野球場 11:00 致遠館・東与賀 

男子バレーボール競技 城東中学校 第 2 試合 鍋島 

女子バレーボール競技 思斉館中学部 第 2 試合 城東 

男子ソフトテニス競技 SAGA サンライズ 未定 富士、城西 

女子ソフトテニス競技 SAGA サンライズ 未定 城東、鍋島 
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 ■ 中体連・各種コンクール激励式 

 ■ 佐賀市一斉フリー参観デー 

選手宣誓：F主将 

合唱部のエール 



 

 

6 月 28 日（日） サッカー競技 市健康運動センター 11:30 鍋島 

バスケットボール競技 成章中学校 10:00 大和 VS 附属の勝者 

7 月４日（土） 男子卓球競技団体 SAGA プラザ 未定 附属、弘学館、思斉 

女子卓球競技団体 SAGA プラザ 未定 城東、弘学館、川副 

女子剣道競技団体 SAGA プラザ 未定 鍋島 

7 月５日（土） 男子剣道競技団体 SAGS プラザ 未定 弘学館 

7 月 25 日（土） 吹奏楽 佐賀市文化会館 11：20 吹奏楽コンクール 

8 月５日（火） 音楽部 佐賀市文化会館 未定 N コン 

10 月 6 日～11 日 美術部 県立美術館 9：30～ 中部地区 ACE 展覧会 

※中体連・コンクール等の情報な詳細については、各部の顧問または、学校（教頭）へお問い合わせく

ださい。 

 

  

 

６月１５日（月）、５、６時間目に高校説明会を実施しました。説明会には、佐賀市内の私立高校５校

と県立高校 2 校の校長先生などにご来校いただき、各学校の特色等についてお話をしていただきまし

た。当日の運営は、３年生が行い、校長室まで高校の先生を迎えに来て、会場までご案内したり、司会

をしたりと自分たちの手で説明会をつくり上げました。高校の先生方からは、「たいへん落ち着いてい

て、聞き方がとても素晴らしかった。」というようなお褒めの言葉をいただくことができました。来週

は、県立高校 7 校の説明会を予定しています。来月末から三者面談が実施され、いよいよ進路決定をし

ます。自分が進みたい道をしっかりと見据えて、一日一日を大切にしてほしいと思います。 

 

 

 

報道でご存じのこととは思いますが、１５日（月）、唐津市相知町で川遊びをしていた中学一年生の生

徒の尊い命が失われました。警察の情報によりますと、友人らと川遊びをしていたところ、急に深くな

り溺れてしまったとのことでした。本校においても、子どもたちの会話の中から、「川（多布施川河畔公

園）に泳ぎに行く」という言葉を耳にしたことがありました。その時は、「誰と行く？危ないから気を付

けてよ！」と声をかけました。中学生ぐらいになると、「自分は大丈夫という根拠のない自信」「怖いも

の知らず」の気持ちが芽生えてくることが、私自身もあったことを思い出します。これから夏に向け

て、海や川で水遊び等をする機会が増えることとは思いますが、例年全国各地で大人、子ども関係な

く、多くの尊い命が失われる悲しいニュースが耳に入ってきます。唐津の事故があった翌日には、生活

指導主任の中島宏章先生から、全校生徒へ向けて注意喚起の放送をしてもらいました。ご家庭でもぜ

ひ、水難事故、交通事故など命に係わるような事案についてお子さまと話し合いをされていただければ

幸いです。 

 

 

 

 ■ 高校説明会 

 

 ■ 自分の命は自分で守る 

 

〇 増水時や流れの速い場所、立入禁止区域には絶対に近づかないこと。 

〇 子どもだけで危険な場所に行かないこと。 

〇 遊泳可能な場所であっても、保護者等の監督の下で安全に活動すること。 

〇 友人が危険な状況に陥った場合は、自ら無理に救助しようとせず、 直ちに大人や消防・警察へ

連絡すること。 


